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な
り
、
巾
標
津
か
ら
鶚
路
札
幌

中
標
池
川
腱
協
姉
人
祁
々
腱
遠
藤
春
子

農
畜
産
物
輸
入
自
由
化
枠
拡
大
阻
止
全
道

総
決
起
大
会
が
、
十
Ⅱ
二
十
三
日
午
後
一
時

か
ら
、
札
幌
市
中
央
区
大
通
り
八
丁
目
大

通
り
公
園
内
で
行
な
わ
れ
、
参
加
者
三
千
二

百
人
が
集
叺
市
民
に
服
し
い
農
畜
産
物
へ

の
理
解
を
訴
え
た
。
参
加
割
当
人
数
は
、
全

道
で
一
一
一
千
人
、
管
内
五
１
人
、
中
標
津
町
農

協
で
五
人
の
割
当
が
あ
り
、
鶴
見
孝
氏
、
便

正
路
清
氏
、
安
達
勉
氏
、
藤
井
美
智
犬
氏
と

私
が
参
加
し
ま
し
た
。

出
発
は
前
日
の
夕
方
、
根
室
管
内
一
緒
に
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１

へ
、
空
港
か

ら
は
バ
ス
で
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ロ
ー
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
着
き
ま
し
た
（

札
幌
は
と
て
も
寒
く
、
雨
降
り
後
の
水
溜
り
も
あ
り
、
昨
日
、
一

が
降
っ
た
と
い
う
事
で
、
川
は
曰
く
、
寒
さ
は
一
段
と
肌
身
に

じ
ら
れ
、
暖
か
い
食
事
が
恋
し
く
な
り
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
で
は
．

十
九
階
の
部
屋
に
女
性
三
人
、
非
常
ｎ
を
確
か
め
る
間
も
な
く

食
事
の
部
屋
へ
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
の
人
と
い
っ
て
も
、
知
り
今
い
ば
少
な
い
の
で
す
が
、
》

畜
産
物
生
産
に
携
わ
る
、
仲
間
同
志
の
挨
拶
は
、
「
い
や
ｌ
御
苦
一

様
で
す
」
と
互
い
に
挨
拶
を
交
し
、
う
ち
と
け
て
笑
顔
が
浮
び

す
。
明
日
の
大
会
を
前
に
、
自
由
化
・
枠
拡
人
阻
止
へ
の
意
志

皆
同
じ
、
地
域
経
済
を
守
る
た
め
、
貿
易
問
題
を
め
ぐ
る
情
勢

話
し
は
暗
く
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
明
日
の
決
起
大
会
に
煙
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弧
坐
一
一

農
畜
産
物
輸
入
自
笛
化
阻

止
決
起
大
会
が
去
る
＋
｜
月

一
一
十
八
日
、
別
海
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
前
で
開
か
れ
、
寒
風

の
中
、
プ
ラ
カ
ー
ド
や
鉢
巻
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は
ち
巻
で
頑
張
ろ
う
と
張
り
切
っ

て
い
た
．
食
事
が
終
る
頃
に
は
体

も
暖
か
く
な
り
、
根
室
地
区
婦
人

部
代
表
の
饗
幸
江
会
長
が
挨
拶
、

「
明
日
の
全
道
総
決
起
入
会
に
は
、

生
産
者
代
表
と
し
て
、
皆
ん
な
で

煩
張
ろ
う
と
団
結
を
誓
っ
た
．

二
十
一
一
一
日
は
、
朝
か
ら
晴
れ
て

、
い
雪
景
色
の
山
々
は
良
く
見
え

ま
し
た
が
、
午
後
か
ら
の
大
会
が

噸
や
雪
に
な
ら
ぬ
様
、
空
模
様
を

眺
め
、
祈
る
気
持
で
し
た
。
晴
れ

間
で
も
、
外
の
風
は
冷
た
く
、
冬

根
室
、
釧
路
地
区
農
協
青
年
部
什
同
の
一
ア
メ
リ
カ
腱
畜

雌
物
輸
入
岡
巾
化
阻
止
決
起
大
会
」
か
卜
｜
月
二
十
七
日
、

定
例
根
釧
地
区
農
協
青
年
部
大
会
開
催
中
の
川
場
温
泉
、
川

湯
第
一
ホ
テ
ル
前
で
行
わ
れ
た
。
ひ
っ
迫
す
る
事
態
に
急
き

ょ
、
大
会
の
仕
食
時
に
決
起
大
会
を
行
な
っ
た
も
の
で
、
小

ｒ
１
ま
じ
り
の
中
、
口
築
政
博
根
室
地
区
膿
青
協
会
長
が
ガ
ッ

ト
の
パ
ネ
ル
協
議
、
交
渉
、
抗
議
行
動
な
ど
、
経
過
報
告
し

〃
強
く
挨
拶
を
行
な
っ
た
後
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で

牒
川
に
兇
た
て
た
は
り
ば
て
を
国
産
ト
ラ
ク
タ
ー
で
押
し
つ

ぶ
し
、
強
行
な
米
国
の
圧
力
に
抗
議
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

で
気
勢
を
上
げ
、
団
結
し
て
「
輸
入
Ｎ
山
化
は
絶
対
に
阻
止

す
る
」
事
を
確
認
し
合
っ
た
．

根
釧
の
農
協
青
年
部
も
合
同
で
決
起
大

ア
メ
リ
カ
の
強
行
策
に
続
議
〃

仕
度
か
欲
し
か
っ
た
。
大
会
で
は

ホ
ク
レ
ン
伊
藤
猪
五
郎
会
長
か
挨

拶
に
立
ち
、
「
道
氏
総
ぐ
る
み
の

同
結
」
を
訴
え
た
。
ま
た
、
各
団

体
代
表
が
決
意
表
明
を
し
た
中
て

根
室
管
内
標
津
町
農
協
理
事
の
佐

々
木
喜
一
郎
さ
ん
が
「
自
巾
化
は

絶
対
許
さ
な
ど
と
管
内
代
表
と

し
て
、
固
い
決
意
表
明
で
大
会
を

引
き
締
め
た
。
大
会
後
は
、
全
員

で
市
内
を
デ
モ
行
進
、
ア
イ
デ
ア

を
懲
ら
し
た
大
小
の
プ
ラ
カ
ー
ド

と
四
列
の
長
い
行
列
が
市
民
の

（
Ｐ
 

足
を
止
め
た
．
各
地
区
、
趣
向
を
懲
ら
し
た

中
て
、
根
室
地
区
は
、
残
念
な
が
ら
、
ア
イ

デ
ア
が
乏
し
か
っ
た
か
、
中
標
津
町
農
協
は

事
務
局
が
ア
イ
デ
ア
を
懲
ら
し
た
は
ち
巻
、

ゼ
ッ
ケ
ン
で
堂
々
と
行
進
し
、
「
良
い
食
料
と

は
、
日
本
人
の
手
や
畑
て
作
っ
た
害
の
な
い

食
料
」
と
参
加
者
全
員
で
市
民
に
訴
え
、
行

進
を
終
え
た
。

街
行
く
市
比
や
報
道
の
カ
メ
ラ
を
通
し
て

兄
聞
き
し
た
人
達
は
、
農
民
達
の
心
を
ど
う

キ
ャ
ッ
チ
し
た
で
し
ょ
う
。

聾
辨
蕊

辮

須可

自由化に反対する
シュヒドレヒコールで

き
姿
で
集
ま
っ
た
生
産
者
が

「
根
室
農
業
を
守
る
為
ｌ
自

化
反
対
」
を
強
く
訴
え
気
勢

を
上
げ
た
。

こ
の
日
の
大
会
に
は
管
内

五
市
町
村
か
ら
、
生
産
者
、

商
工
、
婦
人
代
表
な
ど
四
百

人
以
上
が
参
加
、
根
室
地
区

酪
農
対
策
協
議
会
の
及
川
利

之
会
長
か
「
農
産
物
輸
入
自

由
化
は
、
根
室
農
業
の
崩
壊
、

地
域
経
済
を
根
底
か
ら
ゆ
る

が
す
と
訴
え
、
輸
入
自
由
化

を
断
固
粉
砕
し
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。

根
室
地
区
農
協
青
年
部
連

絡
協
議
会
の
白
築
政
博
会
長

が
情
勢
報
告
し
た
後
、
河
合

陸
根
室
支
庁
長
、
村
田
雄
平

道
議
ら
四
人
が
連
帯
の
あ
い

さ
つ
キ
ー
し
た
こ

ま
た
、
脱
脂
粉
乳
や
で
ん

粉
等
を
積
ん
だ
米
国
か
ら
の

黒
舟
（
は
り
ぽ
て
）
を
ト
ラ

ク
タ
ー
で
お
し
つ
ぶ
し
、
参

加
者
全
員
が
「
農
畜
産
物
輸

入
自
由
化
反
対
」
の
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り
返
し
、

入
会
を
終
え
た
．

、 i…Ⅲ 
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功
績

昭
和
七
年
宮
城
県
か
ら
、
中

標
津
川
俣
藩
に
両
親
と
共
に
入

植
し
、
農
業
に
従
事
し
た
．
昭

祁
一
一
ト
ー
年
妻
サ
ト
さ
ん
と
結

嬬
し
、
現
在
地
に
分
家
、
独
逝

昭
和
六
十
二
年
度
（
第
十
一

回
）
の
根
室
管
内
農
業
賞
の
表

彰
式
が
、
去
る
＋
｜
月
十
九
日

に
、
中
標
津
町
菊
の
苑
で
行
わ

れ
た
。
こ
の
賞
は
、
農
業
協
同

､遠藤幸吉篭ご夫妻受賞

し
た
。

分
家
当
初
は
、
畑
・
酪
複
弁
経

営
で
あ
っ
た
が
、
昭
棚
川
卜
し
年

よ
り
酪
農
専
業
農
家
と
し
て
堅
実

な
経
営
を
行
い
、
地
域
に
範
を
示

し
た
．
人
晒
農
業
機
賊
の
導
入
が

組
合
運
動
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る

も
の
、
農
業
経
営
の
実
践
活
動
に

顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
人
達
を
対

象
に
、
農
協
の
推
薦
を
受
け
、
今

回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

線弔

ご夫人と同伴し表賞を受けろ鐘蔵さん

Ｉ塾磁切籠繩坐“啄鱸繩剛一一一鰯
て効率的活用に成果をあげた。，職

大な努力を払われ、〈γＨの農（職

蠅』羊』》柚甦孵蠅織峅》
の発展と農協連動に多人な負》》

遠
藤
幸
吉
氏
一
小
標
抓
川
農
協

蛭
田
忠
吉
氏
一
計
眼
別
農
協
）

菊
地
正
一
氏
両
春
別
農
協
」

刀
禰
谷
斉
氏
（
小
券
別
農
協
一

松
田
米
生
氏
（
別
海
農
協
）

斉
藤
友
一
｜
一
郎
氏
（
蝶
砥
繍
一

受
賞
新
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に
お
い
て
松
山
昌
介
様
御
夫
妻

「
知
り
合
っ
た
気
っ
掛
け
で

の
御
媒
灼
に
よ
り
め
で
た
く
ゴ
ー
す
か
。
二
人
共
、
”
ま
き
ば
”
（
町

ル
ィ
ン
。
祝
賀
会
に
は
た
く
さ
ん
内
の
若
者
の
親
睦
団
体
）
の
会

の
人
が
出
席
、
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。
貝
で
、
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
時
、

努
君
は
、
西
当
幌
地
区
の
両
垣
丈
知
り
合
っ
て
、
飲
み
に
誘
っ
た

夫
さ
ん
の
後
継
者
、
酪
農
ヘ
ル
パ
リ
す
る
う
ち
に
…
》

－
の
要
員
で
す
か
ら
顔
見
知
り
の
彼
女
の
趣
味
は
、
料
理
を
作

方
も
い
る
は
ず
、
明
る
い
性
格
で
る
事
と
か
、
本
当
に
ウ
ラ
ヤ
マ

す
が
ち
ょ
っ
と
甘
え
ん
坊
、
真
由
シ
イ
努
君
、
若
い
二
人
の
こ
れ

美
さ
ん
は
農
協
に
入
っ
て
二
年
目
、
か
ら
の
永
い
道
の
り
、
互
い
に

ス
ト
ア
１
の
レ
ジ
に
い
て
、
い
つ
助
け
合
っ
て
、
明
る
い
幸
せ
な

も
笑
顔
で
お
客
様
と
接
し
て
い
ま
家
庭
を
築
か
れ
る
よ
う
頑
張
つ

す
。
半
年
彼
女
が
年
下
、
で
も
藩
て
下
さ
い
。

ち
つ
い
て
い
る
感
じ
。

、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
寿
宴

御露､
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キ
ン
グ
ブ
ッ
ク
｜
を
作
製
し
、
Ｐ
Ｒ

に
務
め
た
。
フ
ル
ー
ツ
・
ヨ
ー
グ
ル

ト
は
、
人
気
が
あ
り
、
チ
ー
ズ
料
理

に
し
て
も
、
「
チ
ー
ズ
は
チ
ョ
ッ
ト

と
接
し
、
そ
の
反
応
に
、
こ
の
Ｐ

Ｒ
活
動
の
大
切
さ
を
肌
に
感
じ
た

よ
う
で
す
。
今
後
、
さ
ら
に
活
発

な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

チーズの揚げ菓子

＊作り方

(1)溶けやすいようにチーズを適当に細かく切る。

(2)ギョウザを作る要領でチーズをギョウザの皮で包む「

(3)油でカラリと揚げる。

ここがポイント."油の温度は中温より高めて§。

☆材料

チ_ズ………適量

ぎょうざの皮……］袋
揚【ず杣………適置

／ 
￣ 
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＋
｜
月
七
日
、
営
農
、
生
産
部

の
職
員
八
名
が
厚
岸
町
尾
幌
の
肉

牛
専
業
農
家
、
高
橋
牧
場
を
視
察

研
修
し
ま
し
た
の
で
概
要
及
び
経

営
方
針
、
印
象
等
に
つ
い
て
御
報

告
い
た
し
ま
す
。

て
お
り
ま
す
．
経
営
面
積
は

十
一
へ
ク
タ
ー
ル
．
肉
牛
頭
数
、
ロ
ー
頭
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
肉
牛
の
品
種
は
、
ホ
ル

の
ヌ
キ
、
未
総
産
、
経
産
か
ら
日
本
短
角
、

和
牛
、
和
牛
と
ホ
ル
の
Ｈ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

高
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

肉
値
に
変
化
が
あ
っ
て
も
、
危
険
を
分
散
す

る
こ
と
を
可
能
と
し
、
経
営
収
支
を
人
き
く

変
え
る
こ
と
な
く
、
安
定
し
た
も
の
と
す
る

た
め
の
よ
う
で
す
。

素
牛
は
、
当
初
ヌ
レ
仔
導
入
か
ら
始
め
て

い
ま
し
た
が
、
リ
ス
ク
（
死
亡
・
故
障
）
が

人
き
く
、
現
在
は
一
一
百
五
十
～
三
百
キ
ロ
種

f曇、

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●Ｉ 

侭伊貝

｣■ 

熟睡壁心心
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2Ｌ白

ビーー宅

驍掛－ －
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でも化そすでりめが橋を地及しに度
安通しの。収も、（牧刊でびて許の
〈柿たう姉'ｊｌ－－イ場用開市い地も
仕や施ち設さノＪ頭ヤのしか場まで'の
｜廃設三はれ円」１１高てｊＬです間を
け材で陳ｆｆてｌｌ）’二庇いる処・か地
てをあは棟い’・の樫なま展理敗れノ亡
お利’）蕊ある数lmi透肥す示す売るの
'）Ⅱ］､庫’）の１Ｊ格しプ『・会るはＩＩＪ酪
、し他等まか’｣」かて管このほ令場農
たたののす現の平い埋拠セかてで家
いも二魁が状高均る技は｜、系鱗１ｔ
への棟朽、で値よた術，１１ｊル各統人び

ん
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

賊
後
に
高
橋
家
の
人
々
は
肉
牛
を
扱
う
の

で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
た
ら
打
刊
に
販
売
出
来

る
か
、
絶
え
ず
研
究
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ

の
た
め
に
新
聞
、
雑
誌
、
そ
の
他
の
情
報
を
的

確
に
捕
え
、
経
営
に
以
映
さ
せ
る
努
刀
が
必

嬰
と
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

縫
営
姿
勢
は
、
腿
迷
す
る
腱
業
情
勢
を
忠
臆

す
る
と
ま
す
ま
す
農
協
、
組
合
員
に
要
求
さ

れ
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
祝
察
で

僻
た
も
の
を
組
行
員
の
皆
様
へ
ご
紹
介
す
る

に
は
、
紙
面
が
足
り
な
い
訳
で
す
が
、
詳
し

い
猟
は
Ⅲ
談
諜
柧
当
ま
で
Ⅲ
い
作
せ
卜
さ
い
．

伊需田

)●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●’ 

昭和62年度根宝生産運家畜市場価格 (11/4.11/11.11／18.11/25） 

区分

「
売
り
易
く
買
い
易
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
誇
毎
回
多
数
の
家
畜
が
出
場
し
て
い
ま
す
毎

．
場
所
中
標
津
町
南
中

◎
定
期
市
場
毎
週
水
曜
日

◎
セ
リ
開
始
午
前
十
時

競低雄高売買企翻 平払」戒.立澱[Ｊ勤数
fｌＫＢｌ 

行成
（１２ケ月以下）

１２F 1９６ 3４９ 2Ｆ ４．５１〔2４ 

乳

育成
（１２ケＨｕｌ）

4FＭ 1６４ 1５，９５５ ２９Ｆ 5４ 6Ｆ 

g９Ｒ 7００ 9４，３２７ ４９９ 181： 剛妊牛 213 
侭=、

5５１ ZimI8 4０４ 継産牛 4６ lａ６０Ｅ 6月
'｝ 

1２０ ４２Ｒ ７０［ 小計 l３ａ４０３ 61N６ ３１２ 

月月1４７ 3.192 lｌＣ 初化トク 2Ｆ FM！ 

33Ｃ 

（
Ｕ
 

Ｆ
ｎ
 1２，７２２ 1９３ 11トク １０［ 『酷

陵

当勢
（12ケ月以下）

314 BIO 2４，７９６ ２５臼102 9８ 

去勢肥育
（12ケ月以上）

2Ｃ 4２２ ５０Ｃ ２，１０９ 

目
Ⅲ ５ 

３９〔 Ｈ６ 2６１ 育成牛 6１．７９３ 295 ２３F 

46Ｃ ３７Ｆ 421 Ｍ１ 未経産肥育牛 , 弘

牛 1２６ ５１〔２５F ９９．７９］ 牛 452 387 成

FｉｌＧ BHU 24Ｅ R2R 205,244 小計 98Ｃ 

その他
（馬・羊他）

ﾛ Ｃ ０ ［ ０ ９ ９ 

7００ 2［ ２９Ｐ 3３８６４７ 生産連市場計’1,349 1．１３５ 

／’ 

繩Ｂｌ」

|Ｘ分
上場数 成江数 苑買〈iir額 了1２ 蛾尚 最低

乳

'1卍

fj；成
(z2ケ｝1以下）

育成
(12ｳｰﾄI以１２）

ｉＵ妊一印二

継産牛

ノ、 計

2４ 

６３ 

213 

6３ 

363 

5４ 

ﾕ8９ 

4６ 

312 

４，５１６ 

ﾕ(j,９５５ 

９４勘３２７

1８，６０５ 

ﾕ3３，４０３ 

二9６

295 

4９９ 

404 

428 

349 

48(） 

00 

5１ 

【)〔〕

120 

6４ 

9８ 

ﾕ２(） 

肉牛
初′ﾋトク

トク
ルロ
イ■
Uﾕｰ 

当勢

(二2ケ｝１以下）

ユキ勢肥育

<12ケ『』以上）

育成牛

未経産肥育牛

成上'三

小計

3０ 

100 

102 

295 

452 

986 

2９ 

6６ 

9８ 

236 

8７ 

823 

3,192 

1２，７２２ 

2４，７９６ 

２，ユ0９

6１，７９３ 

841 

99,79ｺ 

205,244 

110 

1９３ 

２５３ 

422 

262 

42ユ

258 

249 

4７ 

3０ 

314 

500 

396 

460 

516 

516 

3３ 

5０ 

6０ 

２０ 

２０ 

378 

二2６

2０ 

そ－の他
(馬・羊他）

生産連市場計 １，３４９ 上，１３５ 338.647 ２９８ ７００ 2０ 
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蕊
鐵iii認'１１篭ii蘂鶏

今
年
度
の
海
外
旅
行
を
常

夏
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
と
云
わ
れ

る
ハ
ワ
イ
を
選
び
、
参
加
者

を
募
り
ま
し
た
が
、
総
勢
二

十
四
名
の
参
加
に
よ
り
、
去

る
＋
｜
月
十
三
ｕ
出
発
、
十

一
Ｈ
十
几
日
帰
国
の
日
程
で

無
事
終
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
諸
島
は
、
数
千
万

年
前
、
海
底
火
山
の
燃
発
に

よ
り
出
現
し
た
一
八
シ
の
大
き

な
島
、
い
く
つ
か
の
小
島
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
同

は
州
都
ホ
ノ
ル
ル
の
あ
る
オ

ワ
フ
島
と
、
有
名
な
活
火
山

で
あ
る
キ
ラ
ウ
ェ
ア
火
山
の

澄

Ｉ
 

隆
騨
堺
榊
鰹 J1 

鞠鞠
Ｉ 

ハ
ワ
イ
島
で
は
数
年
前
の
噴
大

に
よ
る
溶
岩
の
塊
り
、
又
キ
ラ
ウ

ェ
ア
火
山
の
嘘
火
口
で
は
、
｜
瞬

宇
宙
中
継
で
見
た
”
月
面
“
を
想

わ
せ
る
様
な
勇
壮
を
眺
め
、
溶
岩

が
海
水
に
侵
蝕
さ
れ
て
Ⅲ
来
た
黒

砂
海
岸
、
更
に
美
し
い
繭
が
栽
培

さ
れ
て
い
る
庭
園
等
を
観
光
し
ま

し
た
。
オ
ワ
フ
島
で
は
、
ホ
ノ
ル

ル
市
内
の
観
光
、
第
一
次
大
戦
か

ら
の
戦
役
者
約
二
万
人
が
眠
る
パ

ン
チ
ポ
ウ
ル
の
丘
強
風
の
名
所

ヌ
ア
ヌ
パ
リ
、
ハ
ワ
イ
王
朝
カ
メ

ハ
メ
ヘ
大
工
の
イ
オ
ラ
ニ
宮
殿
等

の
名
所
遺
跡
を
、
更
に
オ
ワ
フ
島

内
観
光
で
は
南
国
の
自
然
、
｜
面

ijilji鑿ii11l;'ｉｉｉ'1１

』
農
協
貯
金
者
に
よ
る

露
暗
し
か
っ
た
常
夏
の
ハ
ワ
イ
旅
行

hⅡ 

凸’

F￣、

荒
れ
た
砂
糖
キ
ビ
畑
が
散
見
さ
れ
、

農
業
の
巌
し
さ
の
一
端
を
見
せ
て

お
り
ま
し
た
。

ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
で
は
．
サ
ー

フ
ィ
ン
を
楽
し
む
若
蒜
、
海
水
浴

を
す
る
人
、
浜
辺
で
叩
羅
干
し
を

す
る
人
．
人
極
を
問
わ
ず
、
又
魁
若

男
女
を
問
わ
ず
ハ
ワ
イ
で
の
バ
カ

ン
ス
を
満
喫
し
て
お
り
ま
し
た
．

ハ
ワ
イ
は
気
候
、
景
色
と
も
優

れ
て
い
る
の
に
合
せ
、
街
全
体
、
鳥

全
体
が
良
く
滴
帰
さ
れ
て
お
り
、

浜
辺
に
行
っ
て
も
、
山
間
部
へ
行

っ
て
も
空
缶
一
つ
見
当
ら
な
い
非

常
に
感
じ
の
良
い
所
で
す
。

今
回
参
加
さ
れ
た
す
べ
て
の
方

に
広
が
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
畑
の
広

大
な
風
景
に
、
｜
同
感
銘
を
う
け

て
お
り
ま
し
た
。
車
中
ガ
イ
ド
の

説
明
に
よ
る
と
、
ハ
ワ
イ
の
主
要

作
物
で
あ
っ
た
砂
糖
キ
ビ
の
栽
培

が
価
祷
の
低
迷
等
に
よ
り
、
島
内

に
五
ヶ
所
あ
っ
た
工
場
が
今
で
は

一
工
場
と
な
り
、
手
入
れ
を
や
め

が
、
こ
の
様
に
素
晴
ら
し
い
所
に

住
ん
で
見
た
い
、
或
い
は
も
う
一

度
行
っ
て
見
た
い
と
思
わ
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
農
協
で

は
今
後
も
毎
年
こ
の
様
な
企
画
を

藤、

持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
旅

行
の
た
め
の
積
』
Ｌ
と
し
て
、

農
協
貯
金
を
人
い
に
活
用
さ

れ
ま
す
よ
う
に
お
奨
め
し
ま

す
。

■ 
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●● 

は
大
変
だ
け
ど
、

うは'言、［ 【

Ⅱ鹿。
■ 

』
ま

か
し
く
つ

菊
の
詮
Ｌ
に

顔
も
ほ
こ
ろ
ぷ
・
・

輪
厚
物
で

れ
ま
し
た
。

ｌ
菊
を
育
て
る
よ
う
に
な
っ
た
切
っ
掛
け

は
何
で
す
か
ｌ

「
昔
は
色
々
な
花
も
育
て
て
い
た
ん
で
す

が
、
息
子
が
高
校
生
の
時
、
北
見
の
”
菊
ま

つ
り
“
を
見
に
行
き
、
お
土
龍
に
一
鉢
買
っ

て
来
て
く
れ
た
ん
で
す
。
「
お
母
さ
ん
は
、
花

か
好
き
だ
か
ら
き
っ
と
喜
ぶ
と
思
っ
た
」
と

一
一
一
一
口
っ
て
ネ
。
そ
の
頃
、
計
根
別
農
校
の
先
生

が
公
民
館
で
菊
の
育
て
方
を
指
導
し
て
い
て

既
に
や
っ
て
い
た
服
部
さ
ん
や
板
橋
さ
ん
に

勧
め
ら
れ
た
り
し
て
ネ
。
本
格
的
に
は
、
荘

十
八
の
年
、
上
春
別
の
岸
本
さ
ん
の
お
じ
い

さ
ん
に
習
っ
た
ん
で
す
ョ
。
」

ｌ
い
ま
ど
の
位
の
数
を
管
理
し
て
い
る

ん
で
す
か
ｌ

「
種
類
は
十
二
－
’
一
一
種
あ
り
、
平
均
二
鉢

以
上
あ
る
か
ら
三
十
－
四
十
本
ぐ
ら
い
か
し

、の。」

‐
ｌ
管
理
な
ど
人
変
な
ん
で
し
ょ
う
不
Ｉ

ニロ笑い

一
町
の
人
は
、
使
っ
て
い
る
様

だ
け
ど
、
病
気
が
心
配
だ
し
、
土

は
、
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
か
ら

ネ
。
」
（
な
る
ほ
ど
Ｉ
）

ｌ
そ
れ
ぞ
北
育
て
貯
縢
違
う

と
思
い
ま
す
が
ｌ

「
毎
年
、
鉢
毎
に
記
録
を
し
て

い
る
ん
で
す
ョ
。
も
う
忘
れ
っ
ぽ

い
か
ら
…
い
つ
肥
料
を
ど
の
位
や

｜
花
が
終
っ
た
ら
鉢
上
げ
し
．

ハ
ウ
ス
の
露
路
へ
移
し
、
冬
が
こ

い
を
す
る
の
、
凍
ら
な
い
様
に
気

を
つ
け
た
り
、
三
日
か
ら
七
日
に

一
度
は
Ⅱ
光
を
当
て
る
必
要
も
あ

る
ん
で
す
ョ
。
ま
た
、
毎
年
培
養

土
を
新
し
く
す
る
の
で
、
雑
木
林

等
か
ら
土
を
持
っ
て
来
て
、
作
る

の
が
仲
々
人
変
、
そ
れ
を
発
酵
き

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
二
十

幅
入
る
肥
料
袋
で
三
卜
袋
ぐ
ら
い

必
要
な
ん
で
す
。

ｌ
土
は
繰
り
返
し
使
え
な
い
の

で
す
か
Ｉ 經詞

f麹戚〈

■■鱗
！‘劇

■
Ⅲ
 っ
た
と
か
、
つ
ぼ
み
の
持
ち
方
や

ど
ん
な
花
が
咲
い
た
か
と
い
う
具

合
い
に
。
」

Ｉ
イ
ヤ
ー
大
変
聾
ん
で
す
不
・

育
て
る
コ
ツ
は
ｌ

「
別
に
あ
り
ま
せ
ん
。
自
己
流

だ
し
、
習
っ
た
人
の
考
え
は
ど
う

し
て
も
あ
る
で
し
ょ
う
け
ど
。
友

達
と
顔
を
合
わ
せ
る
と
、
菊
の
事

ば
か
り
、
趣
味
は
こ
れ
し
か
な
い

ん
で
す
よ
副
」
と
終
始
に
し
や
か
に

話
さ
れ
る
サ
ト
さ
ん
、
チ
ョ
ソ
ト

見
る
つ
も
り
で
も
、
時
間
も
経
つ

の
も
忘
れ
、
夢
中
に
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
そ
う
で
す
。

管
理
は
大
変
で
も
、
苦
労
で
は

な
い
様
で
す
。
本
当
に
趣
味
と
し

て
楽
し
み
で
育
て
て
い
る
事
が
わ

か
り
ま
し
た
。
突
然
伺
い
、
び
っ

く
り
し
た
よ
う
で
す
が
、
や
さ
し

く
お
話
し
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

i隅Ｏ
Ｌ
コ
ヨ
マ
マ
可

一鈩剛
里⑭二

iＩ 

｡Q鱈u産．四
Ｗ』

HillI圏

嚥

１ 

町長寅に鱒いた大韓厚紘

／ 
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１１~『程 ５
０
６
０
０
９
６
６
５
３
４
５
６
３
６
９
０
９
４
１
７
０
９
８
－
８
１
９
１
０
８
 

０
９
３
３
８
０
５
５
３
９
７
１
０
８
２
２
５
０
８
８
２
９
２
３
９
６
－
８
１
０
５
 

８
５
３
２
０
７
３
７
８
７
５
６
２
９
０
１
７
７
４
０
７
７
４
２
２
６
８
５
９
５
０
 

ｎ
Ｕ
１
ｊ
Ｒ
ｖ
〔
ハ
ｖ
、
グ
ム
Ｒ
Ｊ
ｎ
Ｕ
ｎ
ペ
リ
（
ｕ
〉
ｎ
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｄ
凸
武
Ｕ
（
ｕ
リ
ロ
リ
ワ
ー
ロ
Ｕ
ｎ
ｘ
）
句
Ｏ
ｎ
Ｕ
ワ
ー
ハ
Ⅲ
〕
ロ
Ｕ
〔
ｕ
ｖ
Ｏ
当
り
△
Ｅ
ｕ
（
ｘ
」
、
〕
Ｕ
－
ｎ
ｕ
１
Ｉ

ｐ
Ｕ
（
ｕ
〕
〔
〃
」
ワ
ー
ワ
ニ
ム
ハ
ヨ
、
Ｕ
〔
】
Ｊ
ｐ
Ｕ
冊
４
一
．
川
Ｔ
１
ｊ
１
１
Ｒ
Ｕ
。
ｎ
玉
７
０
句
ロ
ニ
ム
リ
向
え
】
ｎ
Ｕ
ワ
ー
・
几
司
一
氏
〉
ワ
ロ
ワ
ー
Ｏ
Ｑ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ
出
り
ん
ｑ

、
巨
色
Ｃ
刈
証
の
ｏ
ヘ
ペ
リ
、
巨
凸
、
一
色
Ｉ
１
Ｑ
Ｕ
二
列
ｕ
、
／
ご
ｏ
こ
り
と
ワ
△
、
〃
白
１
１
，
『
〉
１
１
，
グ
ロ
ワ
色
ｎ
一
凸
Ｄ
Ｊ
、
／
】

の
久
一

１
１
 

６
７
５
３
３
７
７
０
３
１
５
８
７
５
４
８
９
４
２
５
９
－
９
２
２
９
７
０
２
６
円

２
２
２
３
３
１
２
２
３
４
２
２
１
２
３
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イーストランドエレペーション

ドリームストリートがサーイーティー
ロングフィールドテルスター
ビンカーツテンポマースイーティー
ラントランドマットスノーマン

ミルアールモーロクシーマットイーティー
ラグァッフ，ルフデンデーションテルスター
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分32"248＄海道配北

た
る
三
〃
二
千
一
一
Ｎ
四
十
八

ト
ン
の
配
分
を
受
け
た
。
小
幅
で
あ

っ
て
も
増
産
基
調
へ
の
転
換
は
、
酪

農
の
生
麓
現
場
に
と
っ
て
久
々
の
朗

報
で
、
今
年
度
下
期
の
全
国
ペ
ー
ス
、

生
乳
六
万
六
千
ト
ン
の
別
途
増
産
は
、

不
足
気
味
に
な
り
つ
つ
あ
る
脱
脂
粉

乳
な
ど
の
加
工
原
料
向
け
に
回
さ
れ

る
。
こ
れ
は
上
期
の
飲
用
乳
消
費
量

が
全
国
的
に
予
想
を
上
回
っ
て
伸
び
、

こ
れ
を
全
農
が
道
産
生
乳
の
手
当
て

北
海
道
は
四
１
九
％
分
に
あ

卜
積
み
増
産
す
る
止
乳
六
万

度
下
鄭
の
生
乳
計
画
生
産
で

十
几
Ｒ
、
来
京
で
生
乳
指
岸

六
Ｔ
ト
ン
（
特
別
調
整
乳
｝

団
体
長
会
議
を
聞
き
、
今
年

の
都
道
府
県
配
分
を
行
咀

中
央
酪
農
会
議
は
十
月

痔~、

が
加
工
原
料
乳
不
足
に
な
っ
て
い

る
。

昭
和
六
－
二
年
十
一
月
九
日
開
催

の
北
海
道
農
協
酷
対
本
部
委
員
会
、

ホ
ク
レ
ン
生
乳
受
託
販
売
委
員
会

合
同
会
議
で
、
昭
和
六
十
二
年
度

下
期
の
生
乳
計
画
生
産
に
追
加
配

分
乳
量
を
決
め
、
次
に
よ
り
取
り

進
め
る
こ
と
に
な
り
、
当
農
協
で

も
一
般
出
荷
乳
量
に
○
・
七
％
の

一
律
追
加
配
分
と
し
ま
し
た
。

す
る
こ
と
な
ど
で

１．根室管内生乳計画生産配分量

当初配分量..………..…484,165.6トン

追加配分量……･………3,389.0トン

計………･……487,5546トン

一般出荷（当初97％）×0.7％ 杣
完
し
た
ニ
レ
’

２．中標津町農協生乳計画生産配分量

当初配分量…………･･…61,343.0トン

追加配分量………………429.0トン

計………………61,772.0トン
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ミルア・ルモーピ?クシーーマットイーーティー

ラグァッフeルファンデションテルスター．

3Ｌ805 

301590 
30,336 
30,230 
30,080 
29,709 
29,356 
28,756 
26,835 
26,793 
26,57. 
25,615 

25,206 
24,983 
24,026 
2ｺ，ユ29
20,750 
20,7()9 
20,484 
20108ユ
18,727 

】7,790
1ij,429 
15,238 

14,291 
ｺﾞ3,668 
T０．８１１ 

9,589 
5,911 
Ｌ５００ 

‐３．０５８ 、〕１ｊｎＵｎｖｎ乙圭ＤｎＵｑＵ（ＵｎＣＲＵワ色一ｂ〔リロリ７．月〉Ｒ）句ｏｎｖ７ＩｎＵｐＵ〔Ｕワニ、乙姫ｕＲＵＱＪ〈Ｕ１１ＲＵ０Ｕワｓ７Ｉｎ乙川百ｎＵＱＪｐＵ刑４川４コＣｑ－ＲＵ川玉７０口Ｊ反Ｕｏ凸ｎＵワーハゴＲ〉、ロワーｎ色０』１１反ｕ川司、色ｋｑＣのヘリヘペリ、色、△１几ハペリⅦヨ、／ご介乙、／臼、〆△、〃白１Ｊ、『〉・出向④、〃しｎ色、『Ｕ、／】
２ 

■■ Ａｖ７ＩＲｖｎｄｎｄ勺Ｉ７ＩｎＵＱＵ０』ＲＪＱＵ７ｌ戸◎んｕＱＵｑＵｎ４Ｄ臼罪ＤＱｖ１ｊ〔リワ△ウムＱ〉ワｊ（〉ｏ△ｎ０Ｒ】、△、凸、ノロハペリハ『ｕ１１ｎｚｎ色、ペゾⅡ４，凸、酉０－，，ヘペリ剋－▲、〃ｐＴＬｎ“□１人ｏ△１１，〆自己。用』ｊ』 テロ１１后Ｊｎｍ〕、（〕〔×〉ＱＵ●刈田ｎｚＱＪｌハＵＱＵＱＪ『邑穴ｈｕ○八Ⅲｑ１ｎＵＱＪＱＵＱＵｄ０二月Ｊ０ｎ乙雫ワーワ凸戸ｈＵ１ｊＲＵ勺一句ｌｌｎＵｎ△ｈリニｎＵＴＬＩＬＩ上ｎＵｎＵｎＵｎＵ１ＬｎＵｎＵ１ｊｎｖｎＵ（ⅢＵｎＵ〈Ｕ－ｎＵ〈Ⅱ）■・ｎＵ二ｎＵⅡとｎＵ当１１（ｎＵＩＬｎＵ■■■』■凸●■■■⑰●Ｐ■勺■◆けり■■■Ｐ』』■■■◆■▲ハＵｎレム〉（ＵハリハＵｎＵｎＵｎＵ八Ｕｎｖ０ｎＵ八ＵｎＵｎＵへＵ（〉ｎＵｎＵｎＵｎ）、ＵハリハＵ八Ｕ八ＵｎＵ（ＵｎＵ（Ｕ ７ｌｑＵＲ）・今ＱＵ。〕戸、Ｒ〕Ｒ〕ｑＵＱＵｊ畠、可今回）‐・扣包（。Ｒ〉“．ｊ今ｎ０ｎｄｎｄＲ〕ｎＵｄ二℃Ｒｕくり１Ｌ
ｌ１ｌ１１２１ｌ 

１１１１１．割．１１
１ 、Ⅲ〕旬Ｊ１（院ＵのべＵ句〃Ｊ〔ｘ〕４１１０刎壯〔×）ｎｍｖＦ『〉川刎Ⅵ（〉ｎシ凸、くリハハリ■０〈ｕロハⅡＵ戸『〕Ｆ【Ｕ４列司凸〃『７－〔ｘＵＨ卯団ハ〉（ｈＵｍｘＵ（ｈＵ酊刈司勺－１，Ｖ〔ｎＶ〈ｎＶ（ｎＶ、／』０Ⅱ１，１上（ⅡＵ６０ＬｎＵ（ⅡＵ■且〈ⅢＵ〈ⅡＵ〈ⅡＵ■Ｉｊｎｍｖ〈ⅡＵ（ⅡＵ０凸（ⅡＵ⑥。（ｎＵ（ｎＶ■」■一〔ⅡＵ〔Ⅱｕ刊ＩユハⅡＵ▲■甲可■■▲▲■■■■●？▲口■ご▽■■■■口■■、Ｐ■■■ハリハＵ八ＵｍＵｎＵｎＵ（Ｕ（Ｕ（Ｕ〔リハＵ〈Ｕ〔Ｕ（ＵｎＪｎＵ八ＵｎＶ（〉ｎｖｎ〕ｎＵｎＵ（ＵｎＭｎＵ〔ＵハリハＵｎＵｎＵ ６ｑ〉戸Ｉ肝ｐｎｄｎｚｎ△。〕八ＵＦＤｎ△４４八０７句ｌｎＵＦ０ワニｑ〕〔Ｕ、乙口〉〈Ｕハロハロ「。ｑ〉ＦＤｏＯｑ》【ｈＱＪｑ〕ｎｐＱ〉庁１句Ｉ〔□ｑ〉ワーロ〉ハロくりＱ】ｑＵ０ＵＱＵＱ〉〔Ｕ》、（□〔ＤｎＩｎｏ命Ｉ。〕（００〉口）【ＤＦＤｑｕ



[11）のうきょうなかしくつ 昭和62年１２月１０日

種雄牛評価概要 (精液供給可能種雄牛）

種雄

Ｎｑ略号Ｉ名
牛 ＨＰＤ 

円ＭＳＮＦＳＮＦ％ｐＦ形Ｒ形号

旦
姻
盟
弘
銘
記
釘
墾
辿
釦
誕
羽
朗
羽
別
配
加
別
焔
幻
Ⅲ
ｕ
Ⅲ
旧
以
別
出
血
加
加
３
，

Ｆ形

ｑ２１ 

－０．１０ 

０．０４ 

０．０５ 

００４ 

－０．０６ 

－０１０ 

－０．３１ 

００６ 

０．２１ 

０．１２ 
０．１２ 

０．０３ 

０．２２ 

０．１５ 

－０．０６ 

０１０ 

－０．０８ 

０．０５ 

０．０７ 

－０．０５ 

－０.Ｉ５ 

ｑＯ９ 

－０１２ 

ｑ２３ 

ＵＯ６ 

０， 

０．１４ 

０．１３ 

－０．２７ 

－００９ 

Ｈ－３０７キングステソドバリアントジャステイン

Ｈ－３０２ウードバインエレベーションナイトイーティー

Ｈ－５１１カーリンメーヤーコディーイーティー

ＨＢ－８８フェイアークベルメイアーイーティー
１１－３１１カーリンメーヤーリバティーベルイーティー
１１－５０９ケーエフアイパンホーチーフ

Ｈ－５０７フィソシャープレースマンデイイーティー
ＨＢ－５６ウードパインエソペラーフタゴ

Ｔ－１ハノーバーヒルトリフルスター

Ｈ－２９７エクセレスポリアンテシベーション

､１－６６ハイアービューマットチーフ
Ｈ－２５２ジェーエーァライアンスエース

ｌｌＢ－５０タイロータイデイエレベーションフタゴ・
Ｈ－３０１ブラウンテールダプルスレットイーティー
ＨＢ－７８シ潭〆トカーフバリアントミステイマックスイーティー
Ｈ－３０５アイパンホークロスエレベーション
Ｈ－２８８パーウードプリンスバリアント
ＨＢ－７６ラインハートダンテ

同一３１６オツバーマントニーイーティー
ＨＢ－８３ジョウオルジ足エーシー‐リモンズ
ＨＢ－ｌ６スカクンールポールドコンブイダンス
ＨＢ－７２グリーンミラーラクアッフルエレベーション
ＨＢ－３１ヘイセンリフレクター
Ｈ－２９６リバーテルサーケイ

ＨＢ－９３ストリクラースターライトツループリンス
Ｈ－２９０ストレートバインリピートイーティー
Ｈ－２８３エアバワージャッキーアチーブ:メント
Ｈ－３００シモメトカーフバリアントマットマイクイーティー
ＨＢ－７０ドナンデールクリエーション

Ｈ－３１０ウードバインエレベーションベルイーティー
Ｈ－２４５ブラウンデールサークリストフテー

１
２
３
４
５
６
７
８
９
北
、
匝
旧
ｕ
炬
旧
Ⅳ
肥
灼
加
皿
犯
躬
型
距
妬
酊
躬
羽
加
別
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辺篦鮖艫瀦戦、Ｚ占い
他、化消農競らい塵よ域アツま

鯰聖擁＃蝿|証↓;ぞパｉｉ
と予乳二迫一の厳ん牛ずし北谷
の想のＩし段ＴｌＪＬで乳ノＬてア国
競さよズてと場いい、のＲ〆は
争れりはい険を視る乳匡｜木リ、
もる，高まるしう則が鯉をの力Ｅ

鵬騰圖〔,辮學IjljiW￥,｣ｑ
し流乳す内本いい面過ずれセヨ

拝弐

を正呆・体備松前で農こ質な
具し、；|Ⅱ§原にす家と改什
体くミ胞搾光北゜にの善れ
的使ル数乳Ｈ１］海ミと｛|｝向ば
にう力の時氏道ルつ未ｊ：を
術こ’変間に畜力てなをら
認とを化、ミ鵬｜賎いぬ愈
会が正な乳ル機のもミざい
を大しと重力器，K'【大ルす。
行切〈の、｜サ検切カヒ衛
つな悠改乳改１１謄な｜で生
たこ備善成善ビ備機は欠的
。｝Ｌ効分終スの械酩〈子’械酪〈乳

□ 

NＣ 

略号

ロ雄牛

名号
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I1gf1]62年１２｣］ｌＯｒｌ のうきょうなかしくつ （ 

高高県先きしりiしめ体いめま埋員
''１山維はたてにるＩｌＫｉ１ｉ＃にすＩＷ、
は仁済岐く層行為充農で,ざ組
取つ迎皐参るつとを情は’三｜ズＬ件
引いて,県加かて、少勢あ的てｉｉ
をて、飛し〃ど「｜しが’）は米に
姉報ま騨ま坐,）分で続ま地たも
め告ず高し〃様達も〈せ椚様乳
てし先ｌ[’たのなの右中んを仁牛
さまにと.声活′卜利で,。飲魁梢
ほす飛愛視を蹄がに、厳むわ流
ど”騨知案間を府進ＩｌｋｌＬたれが

午報の十
年許l-1-lw

IfiWi｣lit 
lil柵し１Ｍ
数こて竺祝

問､L御iii
志業のＩ)Ⅱ修
会もでＲに

１ 
－ 

長
い
年
数
で
は
な
い
の
で
す
が
、

式
Ｉ
｜
年
に
多
勢
の
青
年
達
が
中

標
津
に
視
察
に
来
ら
れ
た
こ
と
か

あ
り
、
第
一
線
で
働
い
て
い
る
人

達
で
岐
阜
よ
り
特
急
で
三
時
間
余

り
、
諜
迦
汽
車
に
乗
る
事
の
な
い

私
達
に
は
三
時
間
は
非
常
に
過
酷

な
時
間
で
し
た
。
夜
八
時
に
高
山

に
到
着
し
、
地
元
の
青
年
部
か
歓

迎
会
の
用
意
を
し
て
下
さ
る
と
の

事
で
夜
食
も
そ
二
そ
二
に
会
場

に
伽
う
。
交
流
会
で
は
高
山
の
青

，
《
鍵
秤

中
標
津
の
牛
、
府
県
で
も
活
躍
中
〃

Ｈｐ５ｎ、

鍵

］ 
国

DＰ 

年
部
が
十
八
名
程
参
加
さ
れ
．
目

Ｕ
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
話
の
巾
で

は
経
営
の
第
一
線
で
働
い
て
い
る

人
、
又
は
、
学
校
を
卒
業
後
就
農

し
て
い
る
人
達
で
あ
る
。
飛
騨
瀦

農
協
同
組
合
は
、
八
十
三
戸
の
組

合
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
乳
検

も
五
十
戸
の
農
家
が
加
入
し
、
行

な
わ
れ
て
い
る
。
会
員
の
中
で
は

搾
乳
だ
け
で
な
く
、
（
ト
マ
ト
、

カ
ブ
）
等
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

特
に
ト
マ
ト
は
非
常
に
収
益
が
高

蛾緋鯉尻：響鴻虹終世撹瀦iiM醐識Ａ';,ili
協農会遅し牛様まと取が、恩見るばてもが｝）出数、し１刑とトド!’「ｌ
の協をくいもなでこり百無う習と細行あ、低荷二市てい言う’１い

蝿懸鑪耀'ljiIiil1鰯:熱腫鰔ji;雌
説副プこいでの、］こなれ冬八はれ員方と、のつなオで乳無獅り゛と

畿慥鱗鐸蕊騨↓;騨蕊

卍宇、

昭
和
六
十
一
年
皮
前
山
生
産
超

過
乳
は
全
近
で
二
十
六
農
脇
、
｜

血
○
二
七
一
一
｜
、
川
晤
、
過
払
乳
代

返
還
の
処
置
を
と
ら
汎
粘
算
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
下
記
の
と
お
り
Ｉ

｜
Ｈ
二
－
四
Ｒ
又
払
い
ま
し
た
。

計
画
生
産
超
過
乳

昭和61年度過払乳代の精算

鑓
糎
六
十
一
年

（
過
払
乳
代
）
の
支
払
い

１，１;ＩＦ算企緬10,774,73011ｊ
内訳(1)世１１､返還乳代20.80()`l30lI」

(2)飼料用全粉代金10025,400円
２，精算対象乳量(61年皮而I-lllli内受託l等乳量}2.539.691,607.7kｇ
３，ル$i算単iili0.0(】4.2412,53411]／kH
I、ＬｉＬ標i墓lrllll農協61年度計lilIi内受託I等乳璽

６２↑９９３Ⅱ２５９，７ｋｇ 
糖算金額267.251円
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た
。
こ
の
中
で
特
に
目
を
引
い

た
の
は
、
市
販
の
牛
乳
販
売
で

あ
る
。
私
達
に
馴
染
み
の
牛
乳

は
紙
パ
ッ
ク
に
入
っ
て
い
る
が
、

こ
こ
は
瓶
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
理
由
と
し
て
は
宅
配
を
中

心
に
行
っ
て
い
る
か
ら
で
、
消

費
か
ら
直
接
”
生
“
の
声
が

聞
け
る
の
と
、
安
定
し
た
量
が

販
売
出
米
る
か
ら
で
す
．
又
、
他

の
メ
ー
カ
ー
は
←
墓
冗
り
を
す
る

が
、
こ
の
飛
騨
牛
乳
は
絶
体
に

｛
茎
冗
り
は
せ
ず
、
「
ブ
ラ
ン
ド

品
」
と
し
て
売
っ
て
い
る
と
の

事
で
す
。
三
・
五
％
の
基
準
に

な
っ
て
か
ら
、
牛
乳
本
来
の
味

が
分
っ
て
消
費
が
伸
び
て
来
て

い
る
と
、
熱
っ
ぽ
く
話
し
て
く

れ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
〈蕊

共
進
会
に
つ
い
て
伽
単
に
述
べ
ま

す
。
規
模
は
一
市
川
町
の
共
進
会

で
、
各
自
が
予
選
を
通
過
し
た
牛

を
出
品
し
て
い
た
。
頭
数
は
や
な

り
内
地
の
共
進
会
の
感
じ
で
、
各

部
ご
と
の
審
査
が
約
一
時
間
も
か

か
り
、
審
査
講
評
は
別
に
行
な
う

と
の
事
で
、
人
も
牛
も
一
時
間
も

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
で
待
た
さ
れ

る
。
審
査
員
が
四
人
も
い
て
、
何

を
し
て
い
る
の
か
と
感
じ
た
次
第

で
し
た
。
若
牛
の
中
で
全
道
共
進

会
で
も
上
位
に
行
く
よ
う
な
良
い

牛
が
目
を
引
き
、
横
で
和
牛
の
審

査
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
ど
れ

が
良
い
牛
な
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
ら

な
い
と
の
参
加
者
の
感
想
で
あ
っ

た
。
午
後
か
ら
牧
場
視
察
に
入
り

妓
初
は
、
今
年
の
春
、
初
め
て
中
標

津
の
牛
が
入
っ
た
高
山
で
も
「

二
番
目
に
大
き
い
牧
場
で
、
汽
頭

の
初
妊
牛
は
皆
成
績
が
良
く
、
Ｒ

随
で
三
卜
囎
は
出
て
い
る
と
一
一
一
一
口
う
《

巾
に
三
水
乳
の
牛
も
い
た
が
、
こ

れ
は
初
妊
の
場
介
仕
〃
か
な
い
か
、

八
Ｆ
姥
は
搾
れ
る
と
言
う
、
秘
達

が
凡
て
も
乳
房
や
体
も
し
っ
か
り

し
て
い
る
の
で
、
岡
川
で
も
頑
脹
っ

て
行
け
る
と
思
う
．
こ
の
牧
場
の

〆囹

特
色
は
、
全
頭
に
和
牛
の
種
牛
を

付
け
て
い
る
と
の
事
で
、
説
明
を

聞
い
て
い
る
時
は
、
続
け
て
す
ぐ

に
中
標
津
牛
を
導
入
す
る
様
な
話

で
は
な
か
っ
た
が
、
帰
り
際
に
お

土
産
に
と
ミ
ル
ク
酒
を
出
す
と
、

「
オ
ー
こ
れ
は
』
と
喜
ん
で
下
き

り
、
そ
れ
で
早
急
に
五
頭
送
っ
て

欲
し
い
と
－
．
’
一
口
わ
れ
、
私
達
も
嬉
し

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も

「
酒
の
力
」
と
は
す
ご
い
物
だ
と

車
の
中
で
感
心
し
合
っ
た
。
次
の

牧
場
は
留
守
で
話
を
聞
く
事
が
鵬

来
な
か
っ
た
が
、
中
標
津
の
牛
に

印
を
付
け
て
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ

の
牛
も
か
な
り
乳
量
が
あ
る
と
思

っ
た
。
次
は
、
全
て
自
家
生
産
牛

で
飼
育
さ
れ
て
い
る
農
家
を
見
た

の
で
す
が
、
や
は
り
巾
標
派
か
ら

行
っ
た
牛
が
優
秀
で
比
較
に
な

ら
な
い
様
で
あ
る
．
最
後
に
案
内

者
の
田
中
さ
ん
の
牧
場
で
あ
る
が
、

中
標
津
か
ら
の
牛
が
結
織
多
か
つ

た
。
導
入
初
め
は
量
を
多
く
と
恐

い
Ⅱ
Ｂ
五
－
六
の
子
を
求
め
た
事

も
あ
っ
て
、
脂
肪
が
ｒ
が
り
、
今

年
の
輿
は
大
変
幹
労
し
た
様
子
で

し
た
。
午
後
、
導
入
に
当
っ
て
は
乳

成
分
の
商
い
牛
を
送
っ
て
欲
し
い

〈様ミ地いの地を人達た′'二の親家た様つ俗なが六と恩のたと
べな二|えの設方，ｌｉ版が最・は牧近でが次なてに牛無万六う午。、
き収ユので定にめ売維後こ場感な、に気売言をいの十、は全く
だりケ様はを今るは鴬にこをかい取愛がつう気と牛万しか体オL

ii;1Ｊ紙ｋ既聾艤鰡僻31糾澗'蠕も､駝繩（
い交ヨ接かけ'1苫、’）けめ十力『感jltlr〔Ｉ行‘が縄て゜ほ牛、働見も
ま流＞生ＭＬ作そのると分、じ騨接連安度作私とも１mいて願
すをを産又ばりのウヒしＩＩｉ１－ｌ上で地艇を心のる達ん凹格て、ま
』し持者、な、地エでていｉｉｌｊ、区協ｉＭで」卜よもど－|－をい中ＩＩＬ
ててと筒らII1i方｜、、て並_よ、察きを’）高違五見る標ま
イ丁る．山な格、トIllil私いのノコリ農しる･作も価い、ると津し

緯割

昭
和
八
十
一
年
度
生
乳
販
売
共

計
勘
定
完
了
に
伴
い
ま
し
て
残
余

金
の
返
一
尻
が
あ
り
ま
し
た
の
で
下

記
の
と
お
り
、
十
．
月
一
十
Ｎ
Ｒ

支
払
い
ま
し
た
。

生
乳
販
売
共
計
勘
定

昭和61年度販売共計勘定残余金

ｌ、返戻金額

内訳（])餅膿汁雌金（jii外-k１１'（金）

(2)生\し販売洲Wf金

(3)畝Ⅱ]'|fLiiIilINU､大轤業盗金

「4)近瀧チーズlIj(だ対flfjlf

２，ｊ些腫対駿\[ｆｉｔ（６１年度'受託l等ｆＬ型）
３，返戻jijLillli
４，中標i自lklHI農|肋61年煙`受託乳ilt011iZ

昭
和
六
十
一
年
度

127.208.557円

20,335,115111 
7.129.608円

８],034,073円

18,709,761円

2.539.996.641〕､］|(9

0.050082175円／ｋ９

６２．９９３．２５９，７ｋｇ 
返戻金額3.154.839円

残
余
金
の
支
払
い

ザ
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／~､ 去
る
十
一
月
五
、
六
日
の
両
Ⅱ
養
老
牛
温
泉
ホ
テ
ル
藤
屋

仁
於
い
て
根
素
地
Ｅ
農
協
婦
人
部
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
二
十
七
回
を
か
ぞ
え
た
本
大
会
。
”
婦
人
部
活
動
を

通
じ
て
積
繊
的
に
農
業
経
営
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
”
”
の
テ
ー

マ
の
も
と
に
「
組
織
■
農
業
・
農
協
」
「
生
活
・
健
康
」
「
若
妻
」

の
四
つ
の
分
科
会
に
別
れ
て
の
討
議
も
例
年
に
な
く
積
極
的

な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

分
科
会
終
了
後
は
、
北
海
道
農
協
学
校
非
常
勤
講
師
武
田

慢
氏
を
講
師
に
む
か
え
〃
農
業
経
営
に
お
け
る
婦
人
の
役
割
“

と
題
し
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
み
ん
な
真
剣
に
耳
を

第
二
十
七
回
根
室
地
区
農
協
婦
人
部
大
会
が
開
催
さ
れ
る

/ＦＡ 

議讓婦人部活動を通じ積極的に農業経営に参加しましょう:蕊

傾
け
て
お
り
ま
し
た
。

翌
日
の
本
大
会
で
は
各
分
科
会

の
報
告
の
後
全
体
討
議
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
全
体
討
議
で
は
、
消

費
者
と
一
緒
に
料
理
講
習
会
を
実

施
す
る
等
積
極
的
に
牛
乳
、
乳
製

品
の
Ｐ
Ｒ
を
図
ろ
う
。
農
協
へ
の

お
客
様
に
は
必
ず
牛
乳
を
出
し
、

貯
金
窓
口
の
お
客
様
へ
の
粗
品
も

乳
製
品
を
使
っ
た
ら
ど
う
か
、
ま

た
．
婦
人
の
声
を
農
業
経
営
に
と

質
疑
応
答
が
さ
れ
、
最
後
に
申
し

合
わ
せ
の
採
択
が
な
さ
れ
閉
会
致

し
ま
し
た
。
尚
、
分
科
会
の
報
告

申
し
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
次
の
通

り
「
ロ

リ
で
；

：
婦
人
部
組
織
の
活
性
化
を
は

か
る
為
に
身
近
な
班
活
動
と
グ
ル

ー
プ
活
動
の
強
化
に
努
め
ま
し
よ

り

『
う一
、
生
産
者
目
か
ら
牛
乳
、
乳
製

砧
の
消
費
拡
大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

『
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

を
し
、
年
に
一
度
の
巡
回
ド
ッ
ク

を
受
け
病
気
の
早
期
発
見
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

「
婦
人
部
の
中
に
魅
力
あ
る
若

妻
部
会
を
確
立
し
ま
し
ょ
う
。

｡ 

中
標
津
町
公
民
館
を

会
場
に
１
－
月
二
十
し

日
農
村
婦
人
講
座
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
午
前

中
は
北
展
中
央
会
中
標

津
支
所
長
荷
橋
孝
一
氏

よ
り
「
社
会
の
移
り
変

わ
り
と
私
た
ち
」
と
題

し
．
社
会
．
生
活
．
食

卓
、
か
ら
だ
、
そ
し
て
女

性
の
移
り
変
わ
り
に
つ

い
て
ま
た
、
私
達
女

性
は
今
何
を
期
待
さ
れ

て
い
る
の
か
譜
減
さ
れ
、

参
加
し
た
婦
人
達
は
真

剣
に
講
演
を
聞
い
て
お

り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
”
か
あ

ｌｌｉｌ 
傍､

農村婦人講座開催馨蔚
壁＝

■｜ 

i蕊ij9I篭

鱗

１
 

Ｆ 

魁 吾鰹

既
製
品
が
多
い
昨
今
で
す
が
、

か
あ
さ
ん
の
味
が
さ
ら
に
普
及
」

る
よ
う
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

ざ
ん
の
味
じ
ま
ん
腕
じ
ま
ん
〃
と

し
て
、
自
家
生
産
野
菜
で
作
っ
た

漬
物
や
煮
込
み
風
牛
乳
豆
腐
、
ハ

ン
バ
ー
グ
や
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ

等
乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
を
は
じ

め
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
リ
フ
ォ
ー

ム
等
の
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

塗＆

蟻 蝋
込聞

■■Ｌ ■■Ｌ ■■Ｌ 

1 

Ｆ 

;騨苧電

樒
闘

繍雛甲

FＹＵｂ 

寸婦人講座開催
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若手綴斉人が
ミルクサミットを開催S･ｓｏのつく曰は牛乳の曰

－－ 

￣－ 

－－ 

＝￣ 

「
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
根
雫
管
内
の
景
気
を
良
く
す
る

公
」
（
上
野
勝
附
会
長
）
が
上
る
卜
．
月
十
九
日
、
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
寿
宴
で
、
「
第
一
回
、
ミ
ル
ク
．

サ
ミ
邨
卜
」
を
開
催
し
た
し

ミ
ル
ク
党
は
、
北
海
道
の
お
い
し
い
ミ
ル
ク
を
飲
ん

で
、
健
康
で
豊
か
な
道
岻
止
荊
の
向
上
と
、
消
費
拡
大

に
よ
る
経
糒
の
活
挑
化
を
目
指
す
も
の
で
、
既
に
札
幌

で
は
「
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
北
海
道
の
景
気
を
良
く
す
る

会
」
｛
伊
藤
隆
一
発
起
人
代
表
）
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、

帯
底
て
も
「
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
十
勝
を
励
ま
す
会
」
か
あ

り
、
巾
標
沖
は
一
一
番
Ⅱ
と
な
る
。

今
後
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
パ
ー
テ
ィ
ー
等
．
関
係
団
体

と
連
携
し
た
ミ
ル
ク
、
乳
製
品
の
Ｐ
Ｒ
に
務
め
る
計
両
←

ま
た
、
工
藤
典
．
酪
農
学
樹
人
助
敦
授
が
、
三
・
六
・

根室管禰ミルワサ薑ヅトニルクピ雌んで】』LH異論Vnq1it鼠乙忽（ｌさあアイラプニルク企

〆、

ミルクで乾杯.’

九
の
つ
く
月
に
道
民
一
人
ひ
と
り

が
ミ
ル
ク
か
一
飲
む
密
に
よ
る
絲
済

効
果
を
講
減
、
ミ
ル
ク
て
乾
杯
し

宴
会
に
入
っ
た
。
会
場
で
は
、
各

種
牛
乳
料
理
や
ミ
ル
ク
酒
、
牛
乳

等
か
な
ら
べ
ら
れ
、
た
い
へ
ん
な

に
ぎ
わ
い
と
な
っ
た
。

若
手
経
済
人
が
発
起
人
と
な
っ

た
こ
の
「
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
根
烹

管
内
の
景
気
を
良
す
る
会
」
は
、

地
域
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
の

低
迷
が
地
域
緑
済
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
や
が
て
は
崩
壊
に
つ
な
が
る

と
い
う
拠
点
か
ら
立
ち
止
っ
た
点

（
注
Ⅱ
さ
れ
る
。
今
後
は
さ
ら
に

異
業
種
間
の
連
携
を
取
り
な
が
ら

地
域
ぐ
る
み
の
運
動
を
進
め
る
躯

が
大
切
で
あ
る
が
、
消
費
拡
大
述

動
に
弾
み
が
つ
け
ば
と
期
待
さ
れ

る
。

し
…

Ⅱ
ご
ろ
系
統
事
業
に
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
系
統
配
什
飼
料
の
需
要

期
対
策
と
し
て
十
一
月
二
日
よ

り
十
二
月
末
日
迄
の
出
荷
実
績
に

対
し
、
ト
ン
当
り
二
、
九
○
○
川

勘Ｉｉｉｌ

「
配
合
飼
料
十
一
月
、
十
二
月
分

対
策
さ
れ
る
」

庇可

(61.4.1～62.11.30】

'１１年比

、、
Ⅲ荷乳量

年年 (鬼〕年６２6２ ６１ 

Q８ｆｌ 5.028.668.s 5.028.668.s 5.090.083.3 Ⅱ 

月

Ⅲ
眉
山

5.682.4621 1004 5,658,333.Ｃ 

6J２８７７５Ｅ '004 6.104,848.7 ６「

9８５ 6.085.221.1 ７」 6.176.869.Ｅ の
対
策
か
さ
れ
ま
す
の
で
お
し
ら

せ
致
し
ま
す
。

９９？ 6.048,715.7 6.096.705.5 

８
９
０
 

rも5.739.070.2 1００８ 

月
一
月
印
Ｍ
、
計
計

5,692.194.7 

5．６６６．１５３４ 1０２７ 5,517,24Ｃ 

1,697,268,Ｃ '0３９ Ｌ６３ａ/175.5 1１ 

Ｌ６'12.4237 103.6 1.584.995.5 

1０３５ Ｌ622,437.9 「 1.567.3407 

1,962129.6 1０３７ 

Ⅱ
異

4.785`８１１７ 

ｲ5p３４Ｌｌ９６９］００．５ 45」22.0869

|Ⅱ荷乳量

6１年 6２年

｢iij年比

(影）

'１１１ 5,090,083 5,028,6689 98.8 

ﾉ］ 51658Ⅲ３３３ ５．６８２４６２： 30(1４ 

j］ 6,1041848、 5,228,775.9 :00./I 

′」 6.176.869 6.085.221．［ 98.5 

Ⅱ 6Ⅲ096,705. 6.048Ⅲ７１５．７ 992 

)］ 5,692Ｊ9４ 5,739,Ｇ７〔1２ 100.8 

）ノ１ ij,５１７，２４０ 5.666Ｊ５３．４ 102.7 

■■ⅡＪ 

■－■ 

１凸

ロＩ

12ｲリ

rp1fU 

ﾄｲﾘ 

1,633;'175 

１，５８４，９９５ 

1.5671340 

:,697,268,(） 

:１６′12,4237 

1,6221‘'37.9 

』03.9

103.6 

1０３５ 

Ｊｊ註 4,785,811. 1,962､１２９６ 103.7 

4bpL22,086 '5Ⅲ３４１，１９６９ ﾕ００．５ 
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金
（
迂
回
）
と
し
て
増
資
○

開
催
月
日
十
一
月
四
日

噌
賓
金
額
、
五
九
〃
円

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室
各
議
案
が
原
案
ど
お
り
決
ま
り
ま

く
議
案
〉

し
た
。

「
昭
和
六
十
二
年
九
月
末
損
益
〈
協
議
事
項
〉

統
制
計
町
に
つ
い
て
．

「
組
勘
取
引
中
間
協
議
に
つ
い

二
、
同
定
盗
産
（
几
、
○
○
七
千
て
。

円
）
の
取
碍
に
つ
い
て
。

二
、
肉
牛
生
産
セ
ン
タ
ー
の
草
地

二
、
第
十
一
ｕ
根
茎
管
内
農
業
賞
幡
備
に
つ
い
て
。

の
候
補
肴
惟
せ
ん
に
つ
い
て
。
二
、
黒
毛
和
極
臼
の
収
別
価
格
に

四
、
給
杣
所
の
業
務
体
制
に
つ
い
つ
い
て
・

て
。

最
低
三
○
聴
ま
で
哺
育

五
、
乳
匠
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
改
定
に
例
、
日
オ
ス
、
体
重
×
時
価
十

つ
い
て
。

｜
万
円
。

六
、
昭
和
八
十
二
年
度
、
制
度
資
川
、
澱
粉
粕
の
価
格
改
定
に
つ
い

金
の
追
加
申
込
み
に
つ
い
て
。
て
・
ト
ン
当
り
、
二
○
○
ｎ
℃

（
’
六
、
三
六
○
Ｔ
円
）
五
、
地
域
農
業
振
興
計
画
、
農
協

上
、
後
継
者
結
婚
資
金
の
貸
付
限
経
営
五
ヵ
条
計
画
の
策
定
審
議

度
額
の
引
き
上
げ
、
並
び
に
利
委
員
、
並
び
に
審
議
事
項
に
つ

率
の
改
定
に
つ
い
て
。

い
て
。

貸
付
限
度
額
、
二
○
○
万
円
次
の
皆
さ
ん
に
委
嘱
し
ま
す
。

貸
付
期
限
、
八
年
以
内

今
炸
照
男
、
古
沢
翠
、
山
本
清
、

貸
付
利
率
、
三
・
五
％

亀
代
務
、
中
司
哲
雄
、
土
井
上

八
、
災
害
工
事
復
旧
事

醒
筐
塗

業
の
実
施
に
つ
い
て
”

の
瞳
填
Ⅲ
蹄
灘
鯰
鼈

第
十
回
理
事
会

中
標
飛
空
港
ビ
ル
肌
へ
の
出
資

緯試

倍
「
高
平
幸
夫
、
高
橋
勝
義

滕
旧
済
、
太
田
直
行
、
雌
松
秀

樹
、
中
浦
健
雄
、
長
正
路
滴
、

安
田
稔
、
藤
井
美
智
夫
、
回
見

正
則
、
遠
藤
春
子
、
杉
本
桂
子
．

上
原
徳
保
、
長
縄
弘
、
横
川
国

雄

六
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ

ュ
ウ
の
経
過
を
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
。

七
、
昭
和
六
十
二
年
度
、
生
乳
実

績
と
下
期
（
１
月
～
二
月
）
の

生
乳
計
画
生
産
の
方
策
に
つ
い

て
。
十
一
月
に
個
人
別
調
査
を

行
『
孔

〈
報
告
事
項
〉

「
定
制
自
治
監
査
の
監
査
報
告

に
つ
い
て
。

二
、
山
林
の
立
木
売
却
に
つ
い
て
．

｜
｜
；
澱
粉
工
場
の
操
業
状
況
に
つ

い
て
。

山
、
畑
作
物
価
格
の
決
定
に
つ
い

て
。

皿
、
昭
和
六
十
一
年
産
、
共
計
澱

粉
の
価
格
に
つ
い
て
。

｜
袋
当
り
、
二
、
ト
ハ
Ⅲ
三
円
Ｉ

七
銭

人
、
｜
Ｒ
皆
貯
金
の
実
績
に
つ
い

て
。

開
催
月
日
十
一
月
二
十
五
日

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

｜
、
昭
和
六
十
一
年
産
、
共
計
澱

粉
の
精
算
に
つ
い
て
。

二
、
昭
和
六
十
二
年
産
、
ル
〈
計
澱

粉
の
生
産
物
金
融
貸
付
に
つ
い

て
。
｜
袋
、
三
、
｜
上
○
円
、

利
率
、
年
、
六
・
五
％
●

三
、
営
農
費
材
特
別
対
策
に
つ
い

て
。

四
、
生
乳
検
査
協
会
へ
移
行
に
よ

る
検
査
料
に
つ
い
て
。

五
、
就
業
規
則
の
変
更
に
つ
い
て
・

六
、
昭
和
六
十
二
年
、
生
乳
計
画

生
産
の
第
二
次
配
分
に
つ
い
て
。

七
．
貯
金
溝
の
研
修
旅
行
の
実
施

に
つ
い
て
遙

八
、
農
村
地
域
パ
タ
ー
・
チ
ー
ズ

拙
費
拡
大
に
つ
い
て
。

九
、
ホ
ク
レ
ン
営
農
対
策
懇
談
会

に
つ
い
て
。

卜
、
流
迦
開
発
班
の
経
過
に
つ
い

て
。

十
「
特
別
調
終
乳
｛
六
万
六
千

ト
こ
の
情
勢
に
つ
い
て
。

第
十
一
回
理
事
会

ﾉﾄﾞ霊、

し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

「
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
対
策

に
つ
い
て
。

〈
報
告
事
項
〉

「
桜
ヶ
丘
給
油
所
の
落
成
式
に

つ
い
て
。

二
、
澱
粉
工
場
の
操
業
終
了
に
つ

い
て
【
十
一
Ⅱ
’
’
十
三
日
、
正

午
で
受
人
終
了
。

三
、
昭
和
‐
ハ
ト
｜
年
度
販
売
共
計

批
篭
完
了
に
伴
う
残
余
金
の
返

戻
、
並
び
に
過
払
乳
代
の
精
算

に
つ
い
て
摩

各
議
案
を
審

蟻繊鍵●

議
し
、
決
定
し
ま
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６２年１０月乳成分乳代単価ベスト１且
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８８７１中村敏夫 B４２Ｇ ４０９佐藤拡中村敏夫１位
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８７６花尻武夫１８２．４４３９４花川稔吉、正行９付 パー
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7８７３ 8.53 Ｒ、平均
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月日(曜日）｜営業時間業務
／、

あっという間の-年でした。
１２年後にまた……。 〈

臘
鬮
鬮
臘
鳳
鬮
鬮
關

年
末
の
業
務
日
程

午後411f3C

分で.終了
一般業務 12.30Ⅱ〈

お
知

Ｉ
 

貯命・クミ

カン・カワセ
午後３時で
終了

灘
12.310Ｎ 

ＡＴＭ 

/現金'1動受｝
し入・文払機ノ

午後611,1｢て
終了 ら12.31(水］

１３１１(日)２０１１

(Ⅱ)２７[l('１)は
営堆いたし
ます.．

午後］時で

HLljiif 
ストアストア 12,310Ｎ 

当２２Ｌ鐘鯉罰穰議H露憲塞燭！ 27日(Ⅱ)は営

業いたしま
す⑪

Ⅲ
蕊
籔

午後1時で

閉｣片
スタント 12.31(氷

Ｉｆ弓嚢、

受付時間
午iiijlo時ま
で

人工授精人工授精 12.31㈹

~雫濁;2鞠/1F！.．

鱗
蕊
溌

４Ｆ１第10回理事会

５日農林公庫資金検査

１０日内部審査

13ロホクレン懲欝ＩＲＩ瀞談会

16口酷対役員会

17卜１第６回管理購買委員会

～20L|税務署検査

21Ｕ乳牛改良同志会役員会

24日第６回営農委員会

25ｐ第１１回理事会

「
Ｉ
Ｉ

写尽一

葦

Ｌ
 

川対役賃会３０日

iiiii 

い
よ
い
よ
り
師
走
〃
、
今
年
は
、

悪
天
候
も
続
い
て
、
粗
飼
料
確

保
、
農
作
物
の
生
育
に
少
な
か

ら
ず
彩
騨
か
出
た
。
農
畜
産
物

輸
入
、
由
化
の
嵐
も
吹
き
騰
趣

農
業
价
勢
に
暗
雲
が
立
ち
こ
め

て
い
る
。
し
か
し
、
｜
方
で
は
、

開
陽
台
で
の
「
ミ
ル
ク
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
、
生
産
者
目
づ
か
ら
経

』
環
す
る
「
ミ
ル
ク
・
レ
ス
ト
ラ
ン

〃
牧
舎
“
の
開
府
、
ミ
ル
ク
を
飲

ん
で
根
索
管
内
の
景
気
を
良
く

す
る
会
の
「
ミ
ル
ク
・
サ
ミ
ッ

ト
」
等
は
多
方
面
に
反
響
を
及

ぼ
し
た
よ
う
だ
。
青
年
部
の
「
じ

ゃ
が
い
も
伯
爵
ま
つ
り
一
は
、
よ

り
地
域
の
人
達
に
親
し
ま
れ
る

も
の
に
、
と
い
う
考
え
か
ら
来

年
催
、
Ａ
セ
ン
タ
ー
草
地
を
借

り
る
。
乳
質
も
厳
し
さ
を
噸
し

て
来
た
、
臭
質
牛
乳
は
、
乳
業
〆

１
カ
ー
も
、
そ
し
て
消
一
賀
者
も

求
め
て
い
る
の
は
事
実
、
来
た

る
べ
き
農
業
情
勢
に
立
ち
遅
れ

て
は
な
ら
な
い
。

し
わ
す

師
走
は
Ｊ
す
べ
て
の
暫
雪
を
「
為

果
す
」
月
な
の
だ
そ
う
だ
が
、
私
．

、
↑

は
ど
う
割
ロ
色
々
な
事
を
〃
し
忘
〃

れ
そ
う
だ
。


